




















































































































































































































































































































































　2015（平 27）年 7月、開館 15周年を記念した特
別展「南アジアの恐竜時代」が開催された。開幕式では、
知事をはじめ、展示協力者の中国、タイ、ラオスの関
係者らも出席する中で、知事は、「これまでに４種が新
種の恐竜として発表されるなど研究の成果も着実に現
れている。世界に誇る『恐竜ブランド』をさらにレベ
ルアップしていく」と表明している（福井県ホームペー
ジ①）。
　福井県は、2016（平28）年度の当初予算において、
主要事業の一つとして「恐竜渓谷100万人構想」と銘
打って、博物館の運営管理費とは別に、1億 3,000万
円を予算編成し、さらなる恐竜関連事業を推進してい
ることも付け加えておく（福井県ホームページ②）。
（６）その評価
　同館は、付近に調査フィールドをもち、調査・研究・
普及のプロセスを完結させることができている。豊富
なコレクションをもち、研究実績も蓄積している。福
井県立大学には恐竜学研究所を設置して、大学と連携
した恐竜学の研究活動、人材育成、大学の国際発信を
行っている。将来は、福井から研究者が輩出すること
を期待したい。
　また、組織体制を再編して動きやすくした上で、次々
に新規事業を仕掛けている。常設展のリニューアルを
はじめ、発掘体験ツアーなどや、今後は第２恐竜博物
館を構想している。
　福井県内の来館者は１割であり、半数以上は関西や
東海地方からの観光客であるが、最近は関東からも１
割ほどと増えているという。顧客満足度は高く、リピー
ターも３割ほどと高くなってきている。県外からの来
館者は、宿泊や食事などをすれば地元の経済効果も生
じる。北陸新幹線の開業により、近年は関東からの来
館者が増加しており、県内の芦原温泉や隣県の山中・
山代温泉などに宿泊している。
　福井といえば恐竜や博物館という、ブランドイメー
ジが定着するようになっている。県は、「ふるさと元気
宣言」を実現するために、ブランド・観光戦略、人材
育成、定住化促進や産業育成、雇用創出など地方再生
にむけた先進的な取り組みをしている。恐竜博物館は、
その歯車の一つに位置づけられて、地方活性化に貢献
している。さらに、古生物研究の発展や、研究者の育
成とも両立ができるようになれば良いことである。
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